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表紙*電子提供措置用*

証券コード：3355

第83回　定時株主総会

招集ご通知

株主総会にご来場いただけない場合

インターネット又は書面により議決権を行使ください
ますようお願い申しあげます。
議決権行使期限
2023年３月27日（月曜日）午後５時30分まで

開催日時
2023年３月28日（火曜日）午前10時

開催場所
大阪市中央区城見二丁目１番61号
ツイン21MIDタワー20階　第８・第９会議室

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を

除く）４名選任の件
　

株主総会における「お土産廃止」のお知らせ
本株主総会より、株主総会にご来場される株主様とご来場いた
だけない株主様との公平性を勘案し、ご来場の株主様へお配り
していたお土産は取り止めさせていただきます。何卒ご理解賜
りますようお願い申しあげます。
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招集ご通知

証券コード3355
（発送日）2023年３月10日

（電子提供措置の開始日）2023年３月 ６日
株主各位

大 阪 市 中 央 区 城 見 一 丁 目 ３ 番 ７ 号
松下ＩＭＰビル25階

代表 取 締役 Ｃ ＥＯ 小 貫 成 彦

　https://www.kuriyama-holdings.com/ir/info/meeting/

　https://d.sokai.jp/3355/teiji/

　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第83回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第83回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等（議決権行使書用紙を除く）の内容である
情報（電子提供措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上に「第83回
定時株主総会招集ご通知」として掲載しておりますので、以下のいずれかのウェブサイトにアク
セスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

　電子提供措置事項は、上記の各ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）ウェブサイトに
も掲載しておりますので、以下の東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）にアクセスし
て、銘柄名（会社名）「クリヤマホールディングス」又は証券コード「3355（半角）」を入
力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類／ＰＲ情報」を選択のうえ、「縦覧書類」にある「株主
総会招集通知／株主総会資料」欄よりご確認くださいますようお願い申しあげます。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、株主の皆様におかれましては、ご健
康状態にかかわらず、可能な限り当日のご来場をお控えいただき、インターネット又は書面によ
る事前の議決権行使をお願い申しあげます。
　お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、３頁から４頁に記載の「議決権行使について
のご案内」をご確認いただき、2023年３月27日（月曜日）営業時間終了時（午後５時30分）
までに議決権を行使していただきますようお願い申しあげます。

敬　具
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招集ご通知

1. 日　時 2023年３月28日（火曜日）午前10時
2. 場　所 大阪市中央区城見二丁目１番61号

ツイン21MIDタワー20階　第８・第９会議室
3. 目的事項
報告事項 1 第83期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）

事業報告、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査等委員会の連結
計算書類監査結果報告の件

2 第83期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件

 

記

以　上

１. 電子提供措置事項を修正する必要が生じた場合は、１頁に記載の各ウェブサイトにその旨、
修正前の事項および修正後の事項を掲載させていただきます。

２. 電子提供措置事項のうち、事業報告の業務の適正を確保するための体制の整備に関する事
項、連結計算書類の連結株主資本等変動計算書および連結注記表、計算書類の株主資本等変
動計算書および個別注記表につきましては、法令および当社定款の規定に基づき、書面交付
請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。なお、これらの事
項は、「第83回定時株主総会招集ご通知に際しての電子提供措置事項のうち法令及び定款に
基づく書面交付請求による交付書面に記載しない事項」に掲載しております。従いまして、
書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面に記載の事業報告、連結計算書類お
よび計算書類は、会計監査人および監査等委員会が会計監査報告および監査報告の作成に際
して監査した事業報告、連結計算書類および計算書類の一部であります。

※株主の皆様へのお知らせ
１. 本株主総会において報告いたしました事業報告の内容および当日の株主様からのご質問と
当社の回答の概要につきましては、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス
https://www.kuriyama-holdings.com）に後日あらためて掲載させていただきます。

２. 新型コロナウイルス感染症の状況変化等により、本株主総会の日時、場所の変更、その他
株主総会の運営に大きな変更が生じる場合は、当社ウェブサイト（アドレス
https://www.kuriyama-holdings.com）でお知らせいたします。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご来場される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

次ページの案内に従って、議案に対
する賛否をご入力ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、切手を貼
らずにご投函ください。

株主総会開催日時 行使期限 行使期限

2023年３月28日（火曜日）
午前10時

2023年３月27日（月曜日）
午後５時30分入力完了分まで

2023年３月27日（月曜日）
午後５時30分到着分まで

議決権行使書のご記入方法のご案内
こちらに議案に対する賛否をご記入ください。

第１号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第２号議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

◦ 一部の候補者に
反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

※議決権行使書用紙はイメージです。
⑴インターネットと書面により重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効として取扱わせていただき

ます。
⑵インターネットにより複数回数にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。また、パソコンと

スマートフォンで重複して議決権を行使された場合も、最後に行使された内容を有効とさせていただきます。
⑶書面により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示があったものとさせて

いただきます。
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
サイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。２

QRコードを用いたログインは１回に限り可能
です。
再行使する場合、もしくはQRコードを用いずに議決権を
行使する場合は、右の「ログインID・仮パスワードを入力
する方法」をご確認ください。

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。１

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

見 本

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。４

議決権行使サイトにアクセスしてください。１

新しいパスワードを登録してください。３

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

２

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９:00～21:00）
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剰余金処分議案

株主総会参考書類

議案および参考事項
第１号議案　剰余金の処分の件

期末配当に関する事項
　期末配当につきましては、株主の皆様に当社株式を長期的かつ安定的に保有していた
だくことが経営の最重要課題の一つであると認識し、経営体質強化と今後の事業展開の
ために内部留保を勘案しつつ、株主の皆様へ利益配当を継続的に実施することを基本方
針としております。
　当期の期末配当につきましては、当事業年度の収益状況について、売上高、営業利
益、経常利益が上場来最高を達成したことから、株主の皆様への利益還元の一環とし
て、普通配当を前期に比べて１株につき２円増配の25円に特別配当５円を加えまして
合計30円とさせていただきたいと存じます。
(1) 配当財産の種類

金銭といたします。
(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき30円（普通配当25円、特別配当５円）といたしたいと存
じます。なお、この場合の配当総額は、593,877,420円となります。

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日
2023年３月29日といたしたいと存じます。
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取締役選任議案

候補者番号 氏　名 当社および当社グループにおける地位および担当 新任/再任

１  こぬき 

小貫　
しげひこ

成彦
当社代表取締役ＣＥＯ社長執行役員
クリヤマジャパン株式会社代表取締役社長兼営業本
部長

再任

２ おおむら

大村　
のぶひこ

暢彦
当社取締役
愛楽（佛山）建材貿易有限公司董事長・総経理 再任

3 もと

元
き

木
 

　
ゆう

雄
ぞう

三
当社執行役員管理部長
クリヤマジャパン株式会社取締役管理本部長 新任

4 ブ

B
ラ

r
イ

i
ア

a
ン

n
 

 
ダ

D
ッ

u
ト

t
ン

t
 

o
 

n
当社執行役員
Kuriyama of America, Inc. 取締役社長 新任

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件
　取締役（監査等委員である取締役を除く、以下本議案において同じ。）全員（２名）
は、本総会終結の時をもって任期満了となります。また、能勢広宣氏は2022年８月８
日付で辞任により退任しました。つきましては、経営体制の強化を図るため２名増員
し、取締役４名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏　　　名
（生年月日） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

１
 こぬき 

小貫　
しげひこ

成彦
(1966年１月15日)

    1991年    4 月 当社入社
    2013年    1 月 クリヤマ株式会社（現クリヤマジャパン株式会

社、以下同じ）建設資材営業部長
    2014年    1 月 クリヤマ株式会社建設資材営業部長兼スポー

ツ・フロア事業部副部長
    2015年    4 月 クリヤマ株式会社執行役員建設資材営業部長兼

スポーツ・フロア事業部副部長
    2016年    1 月 クリヤマ株式会社執行役員スポーツ・建設資材

営業部長兼工務・技術部長
    2017年    3 月 クリヤマ株式会社取締役営業本部副本部長兼ス

ポーツ・建設資材営業部長兼工務・技術部長
    2018年    1 月 クリヤマ株式会社取締役営業本部長兼工務・技

術部長
    2018年    3 月 当社取締役
    2018年    4 月 当社取締役上席執行役員
    2019年    1 月 クリヤマ株式会社常務取締役営業本部長
    2020年    3 月 当社取締役常務執行役員
    2022年    8 月 当社代表取締役ＣＥＯ社長執行役員〔現任〕

クリヤマジャパン株式会社代表取締役社長兼営
業本部長〔現任〕

（重要な兼職の状況）
クリヤマジャパン株式会社代表取締役社長兼営業本部長

20,123株
（323株）

取締役候補者とした理由
上記の経歴を有し、2022年８月から当社代表取締役CEOおよ
びクリヤマジャパン株式会社代表取締役社長として、当社グル
ープの経営を担っております。当社グループの事業全般に関す
る豊富な知見と経験を経営に活かし、企業価値向上につながる
ことを期待し、引き続き取締役候補者といたしました。
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏　　　名
（生年月日） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

２
おおむら

大村　
のぶひこ

暢彦
(1971年12月20日)

    2000年    4 月 アイコット株式会社
(現株式会社アイコットリョーワ)入社

    2003年    1 月 愛和陶（広東）陶磁有限公司セメント製品部長
    2004年    7 月 佛山市楽華陶磁有限公司総経理
    2007年    1 月 愛楽（佛山）建材貿易有限公司総経理
    2013年    3 月 株式会社アイコットリョーワ取締役〔現任〕
    2017年    3 月 愛楽（佛山）建材貿易有限公司董事長・総経理

〔現任〕
    2018年    3 月 当社取締役〔現任〕

（重要な兼職の状況）
愛楽（佛山）建材貿易有限公司董事長・総経理

18,000株
（－株）

取締役候補者とした理由
上記の経歴を有し、当社グループの愛楽（佛山）建材貿易有限
公司董事長・総経理として経営を担っており、スポーツ・建設
資材事業に豊富な知見と経験を有しております。当社グループ
に必要な人材でありますので、引き続き取締役候補者といたし
ました。
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏　　　名
（生年月日） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

３
新任候補者

もと

元
き

木
 

　
ゆう

雄
ぞう

三
(1960年９月12日)

2012年11月 株式会社三菱東京UFJ銀行
（現株式会社三菱UFJ銀行）より出向受入

2013年11月 クリヤマ株式会社（現クリヤマジャパン株式会
社、以下同じ）に転籍入社

　　　　　　　クリヤマ株式会社東京支社副支社長
2014年 ４月 当社総務グループ長
　　　　　　　クリヤマ株式会社執行役員管理本部副本部長兼 

総務部長
2015年 ３月 クリヤマ株式会社取締役管理本部長兼総務部長
2015年 ４月 当社管理部長
2016年 １月 クリヤマ株式会社取締役管理本部長〔現任〕
2016年 ３月 当社取締役管理部長
2018年 ３月 当社執行役員管理部長〔現任〕

18,766株
（266株）

取締役候補者とした理由
上記の経歴を有し、当社および子会社の管理部門長としての知
見と経験を当社の経営に活かすことを期待して、取締役候補者
といたしました。
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取締役選任議案

候補者
番　号

氏　　　名
（生年月日） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

４
新任候補者

ブ

B
ラ

r
イ

i
ア

a
ン

n
 

 
ダ

D
ッ

u
ト

t
ン

t
 

o
 

n
(1967年３月28日)

2002年７月 Kuriyama of America, Inc. 入社
2006年４月 Kuriyama of America, Inc. 取締役
2015年４月 Kuriyama of America, Inc. 取締役副社長
2020年４月 当社執行役員〔現任〕
　　　　　  Kuriyama of America, Inc. 取締役社長〔現任〕
（重要な兼職の状況）

Kuriyama of America, Inc. 取締役社長
－株

（－株）
取締役候補者とした理由
上記の経歴を有し、Kuriyama of America, Inc. 取締役社長と
して北米事業の中核事業会社の経営を担っております。北米事
業に豊富な知見と経験を有しており、当社グループの業務執行
に必要な人材でありますので、取締役候補者といたしました。

（注）1. 大村暢彦氏が董事長・総経理を務める愛楽（佛山）建材貿易有限公司とクリヤマジャパン株式会社と
の間で仕入取引があります。また、同社に対し、当社100％出資子会社であるクリヤマジャパン株式
会社が40％出資しており、大村暢彦氏も38％出資しております。その他の候補者と当社との間に特
別の利害関係はありません。

2. 「所有する当社の株式数」の欄の（　）内の株式数については、役員持株会として保有する株式を内
数にて表示しております。

3. 各候補者が所有する当社の株式数は、2022年12月31日現在のものであります。
4. 当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、2024年１月

に契約を更新予定です。取締役（監査等委員である取締役を除く）候補者の小貫成彦氏、大村暢彦氏
は再任であり、既に当該保険契約の被保険者となっており、選任後も引き続き被保険者となります。
また、候補者の元木雄三氏、Brian Dutton氏は当社執行役員として当該保険契約の被保険者となっ
ており、選任後も引き続き被保険者となります。

【保険契約の内容の概要】
①被保険者の実質的な保険料負担割合

保険料は特約部分も含めて会社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。
②填補対象となる保険事故の概要

特約部分も合わせて、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任
の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害が填補されます。ただし、法令違反
の行為であることを認識して行なった行為の場合等一定の免責事由があります。
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（ご参考）スキルマトリックス

氏名 当社における地位
および担当

取締役が特に有する専門性・経験

企業経営 営業・マーケ
テ ィ ン グ グローバル 製造・調達 財務・会計 人事・人材開発 法務・リスク

マネジメント

小貫　成彦 代表取締役CEO
社長執行役員 ● ● ● ● ● ●

大村　暢彦
取締役
上席執行役員
（海外統括）

● ● ● ● ●

元木　雄三 取締役
執行役員　管理部長 ● ● ● ● ●

Brian Dutton 取締役　執行役員 ● ● ● ● ● ●
宮地　久人 取締役

(監査等委員) (常勤) ● ● ● ● ●
七山　聖學 社外取締役

(監査等委員) ● ● ● ● ● ●
酒谷　佳弘 社外取締役

(監査等委員) ● ● ●

（ご参考）株主総会後の取締役のスキルマトリックス
第２号議案を原案どおりご承認いただきました場合の取締役の専門性と経験は次のと
おりとなります。

（注）1. 上記一覧表は取締役の有する全ての専門性・経験を表すものではありません。
2. 当社における地位および担当は株主総会後の予定であります。

以　上
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サマリー

（ご参考）

事業報告サマリー

アジア事業

2021年
（第82期）

2022年
（第83期）

2022年
（第83期）

27,811 3,163

2021年
（第82期）

29,675 3,154

売上高
構成比
41.5％

（単位：百万円） （単位：百万円）売上高 営業利益

前期比 6.7%増 前期比 0.3%減

北米事業

2022年
（第83期）

2022年
（第83期）

27,571

2021年
（第82期）

1,858

2021年
（第82期）

37,039 2,034

売上高
構成比
51.8％

（単位：百万円） （単位：百万円）売上高 営業利益

前期比 34.3%増 前期比 9.5%増

欧州・南米事業

2022年
（第83期）

2022年
（第83期）

4,166

2021年
（第82期）

327

2021年
（第82期）

4,760 361

売上高
構成比
6.7％

（単位：百万円） （単位：百万円）売上高 営業利益

前期比 14.3%増 前期比 10.6%増

業績ハイライト

経常利益

49億71百万円
前期比

4.0％増

売上高

714億75百万円
前期比

20.0％増

営業利益

45億60百万円
前期比

6.0％増

36億37百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益

前期比

4.5％減

セグメントハイライト
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サマリー

（ご参考）

連結計算書類等サマリー

連結貸借対照表（2022年12月31日現在）

2021年
（第82期）

2022年
（第83期）

62,909

流動資産
41,945

固定資産
20,963

62,909

負債
28,594

純資産
34,315

52,222

流動資産
33,382

固定資産
18,839

2021年
（第82期）

52,222

負債
23,917

純資産
28,305

（単位：百万円）

連結損益計算書（2022年1月1日から2022年12月31日まで）

71,475

売上原価
50,881

販売費及び
一般管理費
16,034

営業外
収益
737

特別利益
91

営業外
費用
325

特別損失
26

法人税等
1,397 非支配株主に

帰属する
当期純利益
１4,971

売上高

3,637
4,560

営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する
当期純利益

（単位：百万円）

― 13 ―



2023/02/28 19:23:19 / 22957702_クリヤマホールディングス株式会社_招集通知_電子提供措置用

事業の経過および成果、設備投資の状況、資金調達の状況、事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況、他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

事　　業　　報　　告

1. 企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過および成果
■概況

　当連結会計年度の世界経済は、社会活動がウィズコロナの新たな段階へ移行したことで持
ち直した一方、世界的なインフレや金利上昇が景気下振れ要因となりました。また、中国の
ゼロコロナ政策に伴う行動制限が年末まで継続されたことや、長期化するウクライナ情勢の
影響がサプライチェーンの混乱と物価上昇を招き経済活動の阻害要因となりました。
　我が国経済は、ウィズコロナの下で経済活動の平常化が進んだことから、個人消費や設備
投資が緩やかに持ち直しましたが、資源エネルギー価格の高騰や円安を背景とした物価上昇
により先行き不透明な状況が続きました。
　このような経済状況の中、当社グループは海外事業において各種ホース・継手等の旺盛な
需要に対応するための商品供給体制を堅持し、世界的なインフレに伴う石化燃料や資材価格
等の高騰を価格転嫁等で相応に吸収できたことに加え、期中における急速な円安進行が増収
幅を押し上げたことで売上高が前連結会計年度を上回りました。また、原材料費や物流費、
特に欧米における人件費の高騰が価格転嫁のペースを上回ったことが営業利益の伸びを鈍化
させましたが、上記増収が奏功したことで、営業利益および経常利益が前連結会計年度を上
回りました。
　この結果、当社グループの連結売上高は、714億75百万円（前期比20.0％増）、営業利
益は45億60百万円（前期比6.0％増）、経常利益は49億71百万円（前期比4.0％増）、親会
社株主に帰属する当期純利益は36億37百万円（前期比4.5％減）となりました。なお、親会
社株主に帰属する当期純利益の主たる減益要因は、前連結会計年度に特別利益として計上し
た債務免除益（５億14百万円）が当連結会計年度において剥落したためです。

■事業別（事業セグメント）の概況
◆アジア事業
［産業資材事業］
　日系建機・農機メーカーの生産台数が高水準を維持したことで、建機・農機向け尿素水識
別センサーおよび尿素ＳＣＲ用モジュール・タンク等の販売が増加しました。一方で長期化
するウクライナ情勢や半導体不足による影響を受け、欧州自動車メーカーの生産台数が下振
れしたことから、自動車向け尿素水識別センサーの供給量は減少しました。また、中国では
新型コロナ感染拡大に伴う防疫措置の強化により、建機の生産台数が減少した影響から、中
国関連会社が減収となりました。これらの結果、売上高は183億３百万円（前期比3.4％
増）となりましたが、原材料費、物流費に加え、円安による海外からの調達コスト増加が利
益を下押しし、営業利益は27億29百万円（前期比1.9％減）となりました。
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事業の経過および成果、設備投資の状況、資金調達の状況、事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況、他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

［スポーツ・建設資材事業］
　民間設備投資が持ち直していることから、国内商業施設向けに大判セラミックタイル「ス
ーパー・マテリアルズ」の販売が増加したことに加え、鉄道各社の安全対策強化に向けた設
備投資が積極的に進められたことで、鉄道施設向けにノンスリップタイル「ＥＣＯセンタ
ン」の販売が増加しました。また、運動場、体育館等の文教施設における改修、新設物件の
需要が旺盛であったことで、ロングパイル人工芝「モンドターフ」および弾性スポーツシー
ト「タラフレックス」の販売が好調に推移しました。これらの結果、売上高は106億32百
万円（前期比12.3％増）となり、営業利益は６億16百万円（前期比29.5％増）となりまし
た。

［その他事業］
 　イタリア製スポーツアパレル「ＭＯＮＴＵＲＡ」は、テレビコマーシャルやＳＮＳをはじ
 めとした広告宣伝活動によるブランド認知度の向上に努めたことが、オンラインおよび、店
 舗販売の増収要因となりました。また、行動制限が緩和されたことから、日本国内のサービ
 ス業界の景気が持ち直し、ダストコントロール用マットの販売が増加しました。これらの結
 果、売上高は７億39百万円（前期比16.7％増）となりました。しかしながら、損益面にお
 いては広告宣伝活動を含むマーケティング費用の増加を吸収するには至らなかったため、営
 業損失は１億91百万円(前期の営業損失95百万円)となりました。
　以上のことから、アジア事業全体では、売上高は296億75百万円（前期比6.7％増）とな
り、営業利益は31億54百万円（前期比0.3％減）となりました。

◆北米事業
　外食産業向け「飲料用ホース」や住宅外壁塗装用「ペイントスプレーホース」の需要は高
水準を維持し、灌漑を含む農業分野向け「レイフラットホース」の需要も底堅く、幅広い業
界で各種ホース・継手の販売が好調に推移しました。更に、価格転嫁による増収効果が加わ
ったことで現地通貨ベースでの売上高が前連結会計年度を上回ったことに加え、期中におい
て急速に進行した円安が影響し、売上高は370億39百万円（前期比34.3％増）となりまし
た。損益面では人件費をはじめ、原材料費、物流費等が価格転嫁を上回って高騰したことに
より、営業利益は20億34百万円（前期比9.5％増）に留まりました。

◆欧州・南米事業
　スペインとアルゼンチンに拠点を置く製造販売子会社では、当社北米事業の販売ネットワ
ークを活用した消防機関向け「消防用ホース・ノズル」の米国向け輸出が増加しました。ま
た、欧州域内における灌漑を含む農業分野向け「レイフラットホース」の販売が底堅く推移
したことに加え、アルゼンチンにおけるオイル・ガス生産量の増加に牽引され、長距離送水
用「大口径レイフラットホース」の販売が増加しました。これらの結果、売上高は47億60
百万円（前期比14.3％増）となり、損益面では欧州におけるエネルギー価格が高止まりし
ていることに加え、アルゼンチンの超インフレ会計適用がマイナス要因となったものの、適
切な需要の取り込みと価格転嫁による増収が奏功したことで、営業利益は３億61百万円
（前期比10.6％増）となりました。
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事業の経過および成果、設備投資の状況、資金調達の状況、事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況、他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

期　　別

事　　業
(2021年 1 月 1 日から
2021年12月31日まで)

前連結会計年度

　
(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

当連結会計年度

　
前期比増減

（％）
金額（百万円） 金額（百万円）

ア ジ ア 事 業 27,811 29,675 6.7
産 業 資 材 事 業 17,707 18,303 3.4
スポーツ・建設資材事業 9,470 10,632 12.3
そ の 他 事 業 633 739 16.7

北 米 事 業 27,571 37,039 34.3
欧 州 ・ 南 米 事 業 4,166 4,760 14.3
合 計 59,549 71,475 20.0

（事業別売上高の概況）

(2) 設備投資の状況
　当連結会計年度の設備投資の総額は18億37百万円であります。その主なものは、北米
子会社の生産設備増強と、米国会計基準に基づき新リース会計(ASC 842）を米国子会社
が新規適用したことで物流倉庫設備（使用権資産：リース契約締結分）が増加したことに
よるものであります。

(3) 資金調達の状況
　記載すべき重要な事項はありません。

(4) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

(5) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。
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対処すべき課題、財産および損益の状況の推移

(6) 対処すべき課題
　今後の世界情勢は、依然としてウクライナ情勢の先行きが不透明である中、世界各地に
おける地政学的リスクが高まりつつあります。また、中国においてゼロコロナ政策の緩和
による経済活動の活性化が見込まれる一方で、世界各国のインフレ抑制に向けた金融引き
締めが強化されることで景気の回復ペースが鈍化することが想定されます。
　このように先行き不透明な状況ではありますが、当社グループは事業環境の変化に応じ
た持続的な企業価値の向上を目的に、グループ横断的な人材交流をはじめとした人的資本
に対する積極的な投資を加速させてまいります。
　アジア事業の産業資材事業においては、建機・農機のグローバルTier1サプライヤーの
地位を確立するため、引き続き建機・農機市場における尿素ＳＣＲ用モジュール・タンク
等のシェア拡大を推進してまいります。加えて、環境規制強化の機運が高まることで生じ
る新たな需要を取り込むべく、次世代商品の開発に注力してまいります。
　スポーツ・建設資材事業においては、防災・減災対策の需要に応えるべく、防災拠点と
しての活用を踏まえた体育館等をはじめとする文教施設の新設、改修需要を取り込み、イ
ンドア施設用床材「タラフレックス」の拡販に注力してまいります。また、鉄道施設の安
全対策強化を目的とした設備投資および、再開発事業等の関連施設工事に向けて、ユニバ
ーサルデザインと融合した商品開発に取り組むとともに、当社オリジナル商品の大判セラ
ミックタイル「スーパー・マテリアルズ」やノンスリップタイル・点字タイル「エースト
ン」の拡販に注力することで、スポーツ施設や商業施設などの総合床材メーカーとしての
No.1ブランドを目指してまいります。
　その他事業のイタリア製スポーツアパレル「ＭＯＮＴＵＲＡ」においては、その市場認
知度の向上とブランドコンセプトの浸透を見据えた、トップアスリートとのスポンサー契
約による広告宣伝活動を継続することで、オンラインおよび店舗販売の更なる拡大を図っ
てまいります。また、衛生環境への高まりに対応すべく、国内グループ会社間の連携によ
りダストコントロール事業の商品開発と提案強化に取り組んでまいります。
　アジア以外の海外事業においては、産業用総合ホースメーカーとして品質と信頼のNo.
1ブランドを目指した取り組みを推進してまいります。
　特に北米事業では製販一体のグループネットワークを活用した迅速なサービスの拡充を
見据えた物流インフラへの投資を推進してまいります。ロジスティクスを最適化すること
で顧客満足度の向上に努め、物流費や人件費の合理化により収益性を改善してまいりま
す。また、米国の消防機関におけるシェア拡大を目指し、米国内自社工場での消防用ホー
ス内製化に取り組んでまいります。
　欧州・南米事業では北米事業とのシナジー効果を高め、北米、中南米市場でのシェア拡
大に努めてまいります。また、欧州域内では地産地消による市場優位性を活用し、消防機
関向けや灌漑を含む農業分野向けの新規顧客を獲得してまいります。
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対処すべき課題、財産および損益の状況の推移

　このように当社グループは販売の拡大に注力するとともに、「KURIYAMA VALUE」
のもとグループ一丸となってブランド価値の向上に努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申
しあげます。

期　　別

区　　分 (2019年 1 月 1 日から
2019年12月31日まで)

第80期

　
(2020年 1 月 1 日から
2020年12月31日まで)

第81期

　
(2021年 1 月 1 日から
2021年12月31日まで)

第82期

　
(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

第83期
（当連結会計年度）

　
売 上 高（百万円） 55,130 49,953 59,549 71,475
経 常 利 益（百万円） 3,175 3,319 4,778 4,971
親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益（百万円） 2,030 1,444 3,809 3,637

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 104円15銭 74円11銭 195円32銭 186円23銭
総 資 産（百万円） 46,507 45,921 52,222 62,909
純 資 産（百万円） 22,355 22,709 28,305 34,315
１ 株 当 た り 純 資 産 1,145円６銭 1,163円18銭 1,449円２銭 1,750円19銭

(7) 財産および損益の状況の推移

（注）1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数（自己株式数を控除した株式数）により算出して
おります。

2. 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第83期の期首から
適用しており、第83期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっておりま
す。
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重要な子会社の状況、主要な事業内容

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容

クリヤマジャパン株式会社 ３億1,000万円 100％
ゴム・合成樹脂製品を主体にした産業
用、建設用、スポーツ施設用資材の製
造・販売・施工

Kuriyama of America, Inc. 1,670万米ドル 100％ 樹脂ホース・ゴムホース・メタルホース
等の販売

Kuriyama Canada, Inc. 1,100万CANドル （100％）
60％ 樹脂ホースの製造

Kuriyama Europe
Cooperatief U.A. 1,900万ユーロ （100％）

87.5％
欧州グループ統括・管理および欧州市場
に特化した調達・販売

(8) 重要な子会社の状況
① 重要な子会社の状況

（注）1. 上記４社の子会社を中核事業会社と位置づけ、重要な子会社としております。
2. （　）内の数値は、間接保有分も含めた議決権比率を記載しております。

② 事業年度末日における特定完全子会社の状況
　特定完全子会社に該当する子会社はありません。

区 分 事 業 の 内 容

ア

ジ

ア

事

業

産 業 資 材 事 業 建設機械・農業機械・自動車等に組み込まれる各種製品の販売および
電力・造船・プラントの関連商品の販売・施工

ス ポ ー ツ ・ 建 設 資 材 事 業
商業施設・鉄道施設・公共エクステリア・土木等で使用される資材の
販売・施工および体育館等の文教施設、スタジアム、フットサル場等
のスポーツ施設で使用される資材の販売・施工

そ の 他 事 業

「ＭＯＮＴＵＲＡ」（イタリア製スポーツアパレル）の販売

技術研究・商品開発

ダストコントロール用マットの販売、不動産管理等

北 米 事 業 各種産業用ホース・継手の製造・販売

欧 州 ・ 南 米 事 業 レイフラットホース・継手、消防用ホース・ノズルの製造・販売

(9) 主要な事業内容（2022年12月31日現在）
　当社グループは、純粋持株会社でありますクリヤマホールディングス株式会社（当社）
と事業を行なう傘下の子会社、孫会社、関連会社合せて26社の合計27社で構成されてお
ります。

（注）アジア事業として、産業資材事業、スポーツ・建設資材事業、その他事業を記載しております。
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主要な営業所および工場、従業員の状況、主要な借入先の状況

名 称 所 在 地
当 社 本社（大阪市中央区）

ク リ ヤ マ ジ ャ パ ン 株 式 会 社

本社（大阪市中央区）
東京支社（東京都千代田区）、新大阪支社（大阪市淀川区）
名古屋支店（名古屋市）、明石支店（明石市）、九州支店（福岡市）
仙台営業所（仙台市）、横浜営業所（横浜市）、広島営業所（広島
市）、松山営業所（松山市）、長崎営業所（長崎市）
OEMテクニカルセンター（丹波市）

Kuriyama of America, Inc.
本社（米国イリノイ州）
Santa Fe Springs支店（米国カリフォルニア州）、Houston支店
（米国テキサス州）

Kuriyama Canada, Inc. 本社（カナダ国オンタリオ州）
Kuriyama Europe Cooperatief U.A. 本社（オランダ国アムステルダム市）

(10) 主要な営業所および工場（2022年12月31日現在）

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
1,211名（89名） 15名増（11名増）

(11) 従業員の状況（2022年12月31日現在）

（注） 従業員数は就業人員であり、契約社員を含め、パートタイマーは（　）内に外数で記載しております。

借 入 先 借 入 額
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 4,510 百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 3,116
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,163
株 式 会 社 も み じ 銀 行 929
株 式 会 社 池 田 泉 州 銀 行 330
株 式 会 社 百 十 四 銀 行 330
株 式 会 社 伊 予 銀 行 330

(12) 主要な借入先の状況（2022年12月31日現在）
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会社の株式に関する事項

(1) 発行可能株式総数 73,600,000株
(2) 発行済株式総数 19,795,914株 (自己株式2,504,286株を除く)
(3) 株主数 6,763名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
栗 山 博 司 1,492千株 7.5％

Ｎ Ｏ Ｋ 株 式 会 社 1,095 5.5
ク リ ヤ マ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 従 業 員 持 株 会 671 3.3
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 612 3.0
ク リ エ イ ト 合 同 会 社 600 3.0
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 491 2.4
STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT 
O M N I B U S  A C C O U N T  O M 0 2  5 0 5 0 0 2 469 2.3

株 式 会 社 オ ー ハ シ テ ク ニ カ 400 2.0
タ イ ガ ー ス ポ リ マ ー 株 式 会 社 386 1.9
イ ー グ ル 工 業 株 式 会 社 360 1.8

株　式　数 交付対象者数

取締役（監査等委員および社外取締役を除く。） 76,000株 1名

社外取締役（監査等委員を除く。） －株 －名

取締役（監査等委員） －株 －名

2. 会社の株式に関する事項（2022年12月31日現在）

(4) 大株主（上位10名）

（注）1. 当社は自己株式2,504,286株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。
2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。なお、自己株式には、業績連動型株式報酬制度

（BBT）にかかる株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有する当社株式（210,000株）は含
んでおりません。

3. 持株比率は小数点第２位以下を切り捨てて表示しております。

(5) 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
取締役、その他の役員に交付した株式の区分別合計
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

3. 新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

会社における地位 氏　　　名 担当および重要な兼職の状況

代表取締役ＣＥＯ 小 貫 成 彦 社長執行役員
クリヤマジャパン株式会社代表取締役社長兼営業本部長

取 締 役 大 村 暢 彦 愛楽（佛山）建材貿易有限公司董事長・総経理
取 締 役
(監査等委員) (常勤) 宮 地 久 人 クリヤマジャパン株式会社監査役（常勤）

取 締 役
( 監  査  等  委  員 ) 七 山 聖 學 明貨トラック株式会社顧問

四国機器株式会社顧問

取 締 役
( 監  査  等  委  員 ) 酒 谷 佳 弘

ジャパン・マネジメント・コンサルティング株式会社
代表取締役
株式会社タカミヤ取締役（監査等委員）
北恵株式会社監査役
株式会社プレサンスコーポレーション取締役（監査等委員）
株式会社ワッツ取締役（監査等委員）
粧美堂株式会社取締役（監査等委員）

氏名 退任⽇ 退任事由 退任時の地位・担当および重要な兼職の状況
泉 本 哲 彌 2022年３⽉24⽇ 任期満了 取締役（監査等委員）

能 勢 広 宣 2022年８⽉８⽇ 辞任
代表取締役ＣＥＯ
社長執行役員
クリヤマジャパン株式会社代表取締役社長

4. 会社役員に関する事項（2022年12⽉31⽇現在）
(1) 取締役の氏名等

（注）1. 取締役七山聖學氏、酒谷佳弘氏は社外取締役であります。
2. 当社は、監査等委員会の監査・監督機能の強化と委員会のスムーズな運営のため、常勤の監査等委員

を選定しております。
3. 監査等委員七山聖學氏は、建設機械製造会社の経理部門の責任者として長年の経験を有しており、財

務および会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
4.　監査等委員酒谷佳弘氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見

を有するものであります。
5. 当事業年度中の役員の異動は次のとおりであります。

6. 小貫成彦氏は2022年８⽉８⽇付で当社代表取締役CEO社長執行役員およびクリヤマジャパン株式会
社代表取締役社長に就任いたしました。

7. 当社は七山聖學氏および酒谷佳弘氏を株式会社東京証券取引所が定める独立役員として指定し同取引
所に届け出ております。
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

(2) 責任限定契約の内容の概要
　当社は非業務執行取締役七山聖學氏、酒谷佳弘氏と会社法第423条第１項の規定による
賠償責任を限定する契約を締結しております。本契約に基づく賠償の限度額は、会社法第
425条第１項で規定される最低責任限度額を限度としております。

(3) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との
間で締結しております。
【被保険者の範囲】
　当社および国内子会社の役員、執行役員、一部の使用人です。また、一部の海外子会社
が現地で加入する役員等賠償責任保険の補償額を増額する契約となっております。対象と
なるのは当該会社の役員、執行役員および一部の使用人です。
【保険契約の内容の概要】
①被保険者の実質的な保険料負担割合
保険料は特約部分も含めて会社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はあり
ません。

②填補対象となる保険事故の概要
特約部分も合わせて、被保険者である役員等がその職務の執行に関して責任を負うこと
又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害が填補され
ます。ただし、法令違反の行為であることを認識して行なった行為の場合等一定の免責
事由があります。

(4) 当事業年度に係る取締役の報酬等
①取締役の個人別の報酬等の決定方針に関する事項
(a)取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の決定方法
　当社は、2021年２⽉12⽇開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に
かかる決定方針を決議いたしました。

(b)当該決定方針の内容の概要
　取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬は固定報酬として基本報酬、業績連動
報酬として役員賞与と業績連動型株式報酬（BBT）および株価連動型報酬（PS）で構成さ
れます。
　基本報酬と役員賞与および株価連動報酬（PS）は金銭報酬であり、業績連動型株式報酬
（BBT）は非金銭報酬であります。
　金銭報酬のうち、基本報酬および役員賞与は、その総額について第76回定時株主総会
で決議された取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬限度額の範囲内で支給しま
す。
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

　非金銭報酬の業績連動型株式報酬（BBT）および金銭報酬の株価連動型報酬（PS）は、
当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし
て、グループ対象役員に役位および業績目標達成度等により定まる、１ポイント当たり当
社普通株式１株に換算されるポイントを第78回定時株主総会で決議されたポイント数の
上限の範囲内で付与し、原則として退任時に付与されたポイント数に相応する当社株式又
は金銭として支給します。
　取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬は事業年度ごとの業績向上に対する意
識と、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的とした
報酬体系としており、各取締役の個人別の各報酬は十分にインセンティブとして機能する
割合としています。
　取締役の個人別の報酬等の額の決定については、任意の諮問委員会（代表取締役CEO
と社外取締役監査等委員で構成される）に諮った後、取締役会でその答申をふまえて審議
のうえ、代表取締役CEOに委任する旨を決議します。

(c) 当事業年度にかかる取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締
役会が判断した理由

　取締役会は、当該事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決
定方法および決定された報酬等の内容が決定方針と整合していることおよび、任意の諮問
委員会からの答申をふまえて決定されていることから、決定方針に沿うものと判断してお
ります。

②取締役会決議による報酬の決定の委任に関する事項
　各取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別の報酬額については取締役会決議
に基づき代表取締役CEO社長執行役員小貫成彦がその具体的な内容について委任されて
います。委任された権限の内容は各取締役の役位や役割・責務およびグループ業績の評価
を総合的に勘案したうえで、各取締役の個人別の基本報酬の額、役員賞与の額および業績
連動型株式報酬（BBT）および株価連動型報酬（PS）の個人別基準ポイント数の決定を行
なうことであります。
　これらの権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役を評価するには
代表取締役CEOが適任であると判断したためであります。

③業績連動報酬等に関する事項
　業績連動報酬等として、役員賞与および業績連動型株式報酬（BBT）ならびに株価連動
型報酬（PS）があります。BBTおよびPSにつきまして、国内居住の当社取締役はBBTの
対象となり、海外居住の当社取締役はPSの対象となります。

(a)業績連動報酬等の額又は数の算定の基礎として選定した業績指標の内容および選定した理由
　業績連動報酬は、連結売上高、連結営業利益、連結経常利益、および親会社株主に帰属
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

指標 目標 実績（達成率）

連結売上高 630億円 714億75百万円（113.4％）

連結営業利益   43億円   45億60百万円（106.0％）

連結経常利益   47億円   49億71百万円（105.7％）

親会社株主に帰属する当期純利益   32億円   36億37百万円（113.6％）

する当期純利益を使用します。当該業績指標を選定した理由は、会社成長性や成長投資や
株主還元の原資として分かりやすい指標であるためです。

(b)業績連動報酬等の額又は数の算定方法
業績連動報酬等の額又は数の算定方法は、次のとおりであります。

ア．賞与は各取締役の成果貢献状況を加味して、各取締役別に決定されます。
イ．BBTおよびPS

　事業年度毎に１ポイントにつき当社普通株式１株に換算されるポイントを対象取締役に
付与します。ポイント数は代表取締役CEOが役位等を勘案し個人別に事業年度毎に決定
する基準ポイントに内規に定められる業績評価係数を乗じて決定します。

(c) 業績連動報酬等の数の算定に用いた業績指標に関する実績

（注） 達成率は小数点第２位以下を切り捨てて表示しております。

④非金銭報酬等に関する事項
　業績連動型株式報酬（BBT）が非金銭報酬であります。
　対象となる当社取締役（監査等委員である取締役を除く、それ以外の取締役のうち社外
取締役である者および海外居住者を除く）の役位、役割および業績評価により１ポイント
につき当社普通株式１株に換算されるポイントを付与します。当事業年度に対象となる取
締役に交付されたポイント数は12,000ポイントです。信託設定時の株価1,127.5円で換
算した金額は13,530千円となります。株式が交付されるのは、取締役を退任した後とな
ります。対象となる株式は300,000株を上限としております。

⑤報酬決議に関する事項
(a)基本報酬および賞与
　取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬限度額は、2016年３⽉24⽇開催の第
76回定時株主総会において年額１億8,000万円以内（使用人兼務取締役の使用人分の給
与を含まない、株式報酬は含まない）と決議いただいております。対象となる取締役（監
査等委員である取締役を除く）は第76回定時株主総会終結時で８名です。また、取締役
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

（監査等委員）の報酬限度額は、2016年３⽉24⽇開催の第76回定時株主総会において
年額5,000万円以内と決議いただいております。対象となる取締役（監査等委員）は第
76回定時株主総会終結時で４名です。

(b)株式報酬
　業績連動型株式報酬（BBT）および株価連動型報酬（PS）は2018年３⽉28⽇開催の第
78回定時株主総会で下記の事項を決議いただいております。対象となる取締役（監査等
委員である取締役を除く）は第78回定時株主総会終結時で６名です。

ア. BBT
　当社取締役（監査等委員である取締役、それ以外の取締役のうち社外取締役である者お
よび海外居住者を除く）および当社の一部国内子会社の取締役（社外取締役および海外居
住者を除く）を対象とします。
　各事業年度に関して、取締役の役位、業績達成度等を勘案して１ポイントにつき当社普
通株式１株に換算するポイントを付与します。2019年１⽉１⽇に１株につき２株の割合
で株式分割を実施しておりますので、１事業年度のポイント数合計は60,000ポイント
（うち当社取締役は40,000ポイント）を上限とすることに変更しております。また、対
象株式は株式分割を考慮して300,000株を上限とします。

イ. PS
　当社取締役（監査等委員である取締役、それ以外の取締役のうち社外取締役である者お
よび⽇本居住者を除く）および海外子会社３社（Kuriyama of America,Inc.、Kuriyama 
Canada,Inc.、Técnicas e Ingeniería de Protección, S.A.U.）の取締役（邦人出向者
および法人代理人を除く）を対象とします。
　各事業年度に関して、各取締役の役員等を勘案して１ポイントにつき仮想当社普通株式
１ポイントに換算されるポイントを付与します。2019年１⽉１⽇に１株につき２株の割
合で株式分割を実施しておりますので、１事業年度のポイント数合計は94,000ポイント
（うち当社取締役は20,000ポイント）を上限とすることに変更しております。
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新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

役員区分 会社区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額
（百万円）

対象となる
役員の員数

（人）

金銭報酬 非金銭
報酬

固定報酬 業績連動報酬

基本報酬 賞与 株価連動
報酬 株式報酬

取締役
（監査等委員を除く）
（社外取締役を除く）

当社 101 34 48 5 13 3

クリヤマ
ジャパン㈱ 31 31 － － － 2

取締役（監査等委員）
（社外取締役を除く） 当社 16 16 － － － 1

社外取締役（監査等委員） 当社 7 7 － － － 3

⑥取締役の報酬等

（注）1. 上記表中のクリヤマジャパン㈱は当社の取締役が兼務している子会社からの報酬額を示します。
2. 当社の取締役ごとの報酬額の総額等につきましては、連結報酬等の総額が１億円以上である者は存在

しません。
3. 監査等委員である取締役の報酬については監査等委員である取締役の協議において、それぞれ報酬額

を決定しております。
4. 株式報酬は業績連動型株式報酬制度（BBT）、株価連動報酬は株価連動型報酬制度（PS）をそれぞれ

記載しております。計算根拠となるポイント数はBBTが12,000ポイントで株価は1,127.5円（信託設
定時）としており、PSが7,200ポイントで株価は828円（2022年12⽉31⽇終値）としております。

５. 株価連動報酬と株式報酬は、連結損益計算書に計上した会計上の費用計上額であります。
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区 分 氏 名 兼職先法人等名

取 締 役
(監 査 等 委 員) 七 山 聖 學

明貨トラック株式会社　顧問
四国機器株式会社　顧問
当社と上記２法人との間には特別の関係はありません。

取 締 役
(監 査 等 委 員) 酒 谷 佳 弘

ジャパン・マネジメント・コンサルティング株式会社　代表取締役
株式会社タカミヤ　取締役（監査等委員）
北恵株式会社　監査役
株式会社プレサンスコーポレーション　取締役（監査等委員）
株式会社ワッツ　取締役（監査等委員）
粧美堂株式会社　取締役（監査等委員）
当社と上記６法人との間には特別の関係はありません。

区 分 氏 名 出席状況
主な活動状況および社外取締役が果たす
ことが期待される役割に関して行なった
職務の概要

取 締 役
( 監  査  等  委  員 ) 七 山 聖 學

取締役会
(開催12回出席12回)
監査等委員会
(開催16回出席16回)

建設機械製造会社等における知見と経験
に基づき、客観的かつ独立した立場で当
社および当社グループの中長期的な企業
価値の向上に寄与する観点から取締役会
において適宜質問し、積極的に意見の表
明を行ないました。また、任意の諮問委
員会の委員を務めました。

取 締 役
( 監  査  等  委  員 ) 酒 谷 佳 弘

取締役会
(開催12回出席９回)
監査等委員会
(開催16回出席10回)

公認会計士としての豊富な知見と経験、
財務会計についての高い知見と企業経営
者としての経験に基づき、客観的かつ独
立した立場で当社および当社グループの
中長期的な企業価値の向上に寄与する観
点から取締役会において適宜質問し、積
極的に意見の表明を行ないました。ま
た、任意の諮問委員会の委員を務めまし
た。

(5) 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

② 当事業年度における主な活動状況

（注）取締役（監査等委員）酒谷佳弘氏は2022年３⽉24⽇開催の第82回定時株主総会におい
　　　て新たに選任され就任したため、取締役会および監査等委員会の出席回数が異なります。
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（ご参考）
「社外役員の独立性に関する基準」

　当社の社外取締役が独立性を有していると判断されるのは、当該社外取締役が下記のいずれの
項目にも該当しない場合です。

① 当社グループ（当社含以下同じ）の業務執行者（※１）
② 当社グループ各社を主要な取引先（※２）とする者、法人にあっては業務執行者（※１）
③ 当社グループ各社の主要な取引先（※２）、法人にあっては業務執行者（※１）
④ 当社グループ各社から多額の金銭その他の財産（※３）を得ているコンサルタント、会計専

門家、法律専門家、法人等にあっては業務執行者（※１）
⑤ 当社の主要な株主（※４）、法人にあっては業務執行者（※１）
⑥ 当社グループの社外役員の当社以外の兼務先（相互就任の関係にある場合）の業務執行者

（※１）
⑦ 当社が一定額を超える（※５）寄付または助成を行なっている者、法人にあっては業務執行

者（※１）
⑧ 上記②～⑦に過去３年間において該当していた者
⑨ 上記①～⑦に該当する者が重要な者（※６）である場合、その者の二親等以内の親族（配偶

者含）
⑩ その他、上記①～⑨以外に独立性を疑わせる事項がある場合

注記事項
※１…「業務執行者」とは業務執行の取締役、その他使用人等をいう。
※２…「主要な取引先」とは、当社を主要な取引先にする者（または会社）についてはその者

（または会社）の連結売上高の５％以上当社グループへの売上がある会社をいう。当社グ
ループの主要な取引先は連結売上高の５％以上の売上がある者（または会社）をいう。
また、融資取引にあっては当社の連結総資産の２％以上を当社に融資を行なっている者
（または会社）をいう。
ここでいう連結売上高、連結総資産は直近事業年度の数値による。

※３…「多額の金銭その他の財産」は年間１千万円以上の金銭価値をいう。
※４…「主要な株主」とは発行済株式（自己株式を含む）の５％以上を保有する株主をいう。
※５…「一定額」とは年間１千万円をいう。
※６…「重要な者」とは、当社、当社グループ各社、取引先等で役員、部長クラス以上の地位に

ある者、監査法人にあっては公認会計士、法律事務所にあっては弁護士をいう。
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会計監査人の状況

（イ）当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 42,050千円
（ロ）当社および当社の子会社が会計監査人に支払うべき

金銭その他の財産上の利益の合計額 42,050千円

5. 会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る報酬等の額

（注）1. 会計監査人の報酬等について監査等委員会が同意した理由
監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま
え、会計監査人の監査計画の内容、従前の事業年度における監査の職務状況、報酬見積りの算出
根拠等を検討した結果、会計監査人の報酬等の額は妥当と判断し、会社法第399条第１項の同意
を行なっております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額は合計額で記載し
ております。

3. 当社の重要な子会社であるKuriyama of America, Inc.およびKuriyama Canada, Inc.ならびに
孫会社の上海栗山貿易有限公司およびTécnicas e Ingeniería de Protección, S.A.U.は当社の
会計監査人以外の監査法人（外国における当該資格に相当する資格を有するもの）の監査を受け
ております。

(3) 非監査業務の内容
　当社は、EY新日本有限責任監査法人に対し、公認会計士法第２条第１項の業務以外の
業務（非監査業務）を委託しておりません。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認
められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
　また監査等委員会は、会計監査人の職務の遂行状況等を総合的に判断し、職務の遂行に
支障があると認められる場合、又は監査の適正性をより高める為に会計監査人の変更が妥
当であると判断される場合には、株主総会に提出する会計監査人の選任及び解任並びに会
計監査人を再任しない事に関する議案の内容を決定します。

（注） 本事業報告の数値表示について
金額および株式数は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受取手形、売掛金及び契約資産
電 子 記 録 債 権
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
差 入 保 証 金
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

41,945,264
7,448,238

10,188,854
1,255,419

17,158,079
701,927

4,382,009
887,261
△76,526

20,963,862
12,315,260
6,806,454
3,166,063
1,339,340
585,858
417,543
597,810
15,544

582,265
8,050,791
5,867,663
601,158
431,681

1,036
675,560
490,418
△16,726　

流 動 負 債 22,063,742
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 7,235,220
電 子 記 録 債 務 2,406,220
短 期 借 入 金 7,068,643
１年内返済予定の長期借入金 1,900,079
未 払 法 人 税 等 553,020
工 事 損 失 引 当 金 3,490
役 員 賞 与 引 当 金 111,254
賞 与 引 当 金 96,426
そ の 他 2,689,386

固 定 負 債 6,530,298
長 期 借 入 金 3,514,466
リ ー ス 債 務 948,586
繰 延 税 金 負 債 676,002
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 177,596
役 員 株 式 給 付 引 当 金 199,365
退 職 給 付 に 係 る 負 債 784,705
資 産 除 去 債 務 20,892
そ の 他 208,682

負 債 合 計 28,594,041
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 30,000,967
資 本 金 783,716
資 本 剰 余 金 973,438
利 益 剰 余 金 30,189,835
自 己 株 式 △1,946,022

その他の包括利益累計額 4,278,153
その他有価証券評価差額金 332,004
為 替 換 算 調 整 勘 定 3,929,614
退職給付に係る調整累計額 16,534

非支配株主持分 35,964
純 資 産 合 計 34,315,085

資 産 合 計 62,909,126 負 債 及 び 純 資 産 合 計 62,909,126

連 結 貸 借 対 照 表
（2022年12月31日現在）

（単位：千円）

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
売 上 高 71,475,868
売 上 原 価 50,881,664
売 上 総 利 益 20,594,203
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 16,034,139

営 業 利 益 4,560,064
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 122,906
受 取 家 賃 55,806
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 475,748
そ の 他 営 業 外 収 益 82,603 737,065

営 業 外 費 用
支 払 利 息 143,271
手 形 売 却 損 13,842
債 権 売 却 損 22,587
為 替 差 損 85,003
正 味 貨 幣 持 高 に 関 す る 損 失 56,244
そ の 他 営 業 外 費 用 4,767 325,716

経 常 利 益 4,971,413
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 399
投 資 有 価 証 券 売 却 益 10,881
受 取 保 険 金 80,353 91,635

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 4,964
固 定 資 産 売 却 損 22,003 26,967

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 5,036,081
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,422,051
法 人 税 等 調 整 額 △24,390 1,397,661

当 期 純 利 益 3,638,419
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,214

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,637,204

連 結 損 益 計 算 書

（単位：千円）

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
前 払 費 用
関 係 会 社 未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地

無 形 固 定 資 産
借 地 権
商 標 権
施 設 利 用 権
ソ フ ト ウ エ ア

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金
そ の 他　

1,371,379
958,954

8,610
20,763

368,534
14,516

10,266,144
2,728,172
2,078,221

12,974
6,215

630,761
117,974
77,098

849
3,856

36,170
7,419,997
962,456

4,079,201
2,162,868
140,829
64,146
10,495　

流 動 負 債 3,502,159
関 係 会 社 短 期 借 入 金 2,870,000
1年内返済予定の長期借入金 185,160
未 払 金 99,874
未 払 費 用 8,756
未 払 法 人 税 等 276,805
前 受 金 21,577
賞 与 引 当 金 10,030
役 員 賞 与 引 当 金 29,500
そ の 他 454

固 定 負 債 1,381,430
長 期 借 入 金 1,155,650
役 員 株 式 給 付 引 当 金 199,365
そ の 他 26,415

負 債 合 計 4,883,590
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 6,455,241
資 本 金 783,716
資 本 剰 余 金 975,119
資 本 準 備 金 737,400
そ の 他 資 本 剰 余 金 237,719

利 益 剰 余 金 6,642,428
利 益 準 備 金 115,000
そ の 他 利 益 剰 余 金 6,527,428

配 当 準 備 金 15,000
別 途 積 立 金 860,000
繰 越 利 益 剰 余 金 5,652,428

自 己 株 式 △1,946,022
評価・換算差額等 298,692

その他有価証券評価差額金 298,692
純 資 産 合 計 6,753,933

資 産 合 計 11,637,524 負 債 及 び 純 資 産 合 計 11,637,524

貸　借　対　照　表
（2022年12月31日現在）

（単位：千円）

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
営 業 収 益

経 営 指 導 料 541,947
不 動 産 賃 貸 収 入 273,964
商 標 権 等 使 用 料 49,423
関 係 会 社 受 取 配 当 金 1,432,765
銀 行 保 証 料 245 2,298,346

営 業 費 用 991,999
営 業 利 益 1,306,346
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 39,728
為 替 差 益 4,604
そ の 他 4,272 48,604

営 業 外 費 用
支 払 利 息 36,710
そ の 他 95 36,805
経 常 利 益 1,318,145
特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 10,881
固 定 資 産 売 却 益 3,254 14,135

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 4,226 4,226
税 引 前 当 期 純 利 益 1,328,054

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 △458
法 人 税 等 調 整 額 34,232 33,774
当 期 純 利 益 1,294,279

損　益　計　算　書

（単位：千円）

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 徳 野 大 二
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 内 正 文

独立監査人の監査報告書
2023年２月20日

クリヤマホールディングス株式会社
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
大阪事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、クリヤマホールディングス株式会社の2022年
１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、クリヤマホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係
る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。
　当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成
し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用
における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法
人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、
その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかど
うか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかど
うか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ
の事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本
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連結会計監査報告

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが
適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計
算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個
別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重
要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
　した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
　の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
　人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内
　部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
　りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
　監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確
　実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
　監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結
　計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求め
　られている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
　状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
　準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並び
　に連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切
　な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ
　る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につ
いて報告を行う。
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連結会計監査報告

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減す
るためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　　上
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個別会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 徳 野 大 二
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 内 正 文

独立監査人の監査報告書
2023年２月20日

クリヤマホールディングス株式会社
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
大阪事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、クリヤマホールディングス株式会社の
2022年１月１日から2022年12月31日までの第83期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）
について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示してい
るものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査
の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当
監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし
てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成
し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用
における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人
はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか
注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ
の事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

会計監査人の監査報告書謄本
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個別会計監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類
等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が
あると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職
業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
　した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
　の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
　は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
　統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
　りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
　査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
　性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
　査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
　等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
　る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
　り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
　拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計
　算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内
部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につ
いて報告を行う。
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個別会計監査報告

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守した
こと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減す
るためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
                                                                                                                             以　　上
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監査役会の監査報告

監　　査　　報　　告　　書

　当監査等委員会は、2022年１月１日から2022年12月31日までの第83期事業年度における取締役の
職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の
内容ならびに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等
からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明する
とともに、下記の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた、監査の方針及び職務の分担等に従い、会社の内部統制に関わる部門と連携

の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産
の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情
報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議
会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと

認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認めら

れません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制

システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は
認められません。

監査等委員会の監査報告書謄本
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監査役会の監査報告

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年２月21日

常勤監査等委員 宮 地 久 人 ㊞
監 査 等 委 員 七 山 聖 學 ㊞
監 査 等 委 員 酒 谷 佳 弘 ㊞

クリヤマホールディングス株式会社　監査等委員会

　
(注) 監査等委員　七山聖學、監査等委員　酒谷佳弘は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に

定める社外取締役であります。
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地図

本年より、株主総会のお土産を取り止めさせていただくことになりました。
何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株主総会会場ご案内図
会　場　　大阪市中央区城見二丁目１番61号

ツイン21MIDタワー20階　第８・第９会議室
Ｎ
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（注） ツイン21には、MIDタワーとOBPパナソニックタワーがありますの
で、お間違えないようご注意願います。

・JR大阪環状線「京橋駅」西口より徒歩５分
・JR大阪環状線「大阪城公園駅」より徒歩７分
・地下鉄長堀鶴見緑地線「大阪ビジネスパーク駅」④番出口より徒歩３分
・京阪「京橋駅」片町口より徒歩５分

総会当日のお問合せ電話番号
06-6910-7013（当社の電話番号です。株主総会会場の電話番号ではござ

いませんので、ご注意ください。）


